


FUKUOKAデザインリーグは福岡市のデザインセンター構想をベース
に、１９９６年に任意団体として発足しました。その後福岡市経済産
業局内に事務局をおき、「デザインによる経済振興」を主な目的とし
てさまざまな活動を続けてきましたが、「デザインを経済のためだけ
ではなく、社会の成熟のために活用する」という大きな使命のもと、
２００８年に特定非営利活動法人として再スタートしました。世界は
いま環境問題や高齢化問題など、さまざまな課題を抱えています。
デザインは、いまこそその力を企業や経済のためだけではなく、社会
のため、市民のために活用しなければなりません。FUKUOKAデザイ
ンリーグでは、ひとりのデザイナーでは対応できない社会の大きな課
題に対して、あらゆるデザイン領域を統合したトータルな力で、「市民
が豊かに暮らせる社会（デザイン都市）」の実現を目指します。
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２００８年より開催しているユニバーサ
ルキャンプ in 九州。
老若男女、障がいの有無、国籍や文化の
違いにかかわらず、多様性（ダイバーシ
ティ）の視点に立ち、「みんなが一緒にい
きいきと暮らせる社会」の実現のきっか
けをつくる交流イベントです。
７回目となる今回のキャンプでは、食事
の準備の他に、ものづくりやスポーツ、
など多くのイベントを行いました。

社会が抱える様々な問題や福岡の隠れた
歴史、景観の魅力、デザインなどについ
て研究者や実践者をお招きし、発表者と
参加者が自由に発言する「デザインカ
フェ」。
本年度のデザインカフェは、４回実施。
菊畑茂久馬氏から語られる、読売アンデ
パンダン展を始めに、6 ０年代の福岡か
ら発信される日本現代美術は、あたかも
美術教科書から氷解して立ち上るような
臨場感がありました。また、福岡市美術

美しい景観を実現するためには、美しさ
の価値観を共有する必要があります。ガ
イドツアーではデザイナーなど専門的な
視点からガイドすることで価値や意味の
理解を深めることができます。今年度は、
景観のなかに歴史が息づいているエリア
を選んでガイドを行ないました。また、
新しいエリアを開拓することは、福岡の
埋もれている歴史を発掘できる面白さに
つながります。次年度からは、若い参加
者をふやすことが、さらなる広がりにつ
ながると考えます。

香椎宮エリア　参加者３８名
香椎宮は古代には神社ではなく仲哀天皇・
神功皇后の神霊を祀った霊廟で、「香

かし
椎
い

廟
びょう
/ 樫日廟」などと称されています。平安

時代中頃から神社化し、歴史と神話を感
じることができるエリアです。神社周辺
にはあまり知られていない所縁の史跡が
多く残っています。

館の学芸員である山口
氏からは、菊畑氏の代
表作「ルーレット」と
ニューヨーク近代美術
館のキュレーターであ
るリーバーマン氏との
コレクションの関わり
など、デザインカフェ
で初公開となる貴重な
エピソードが披露され
ました。

キャンプでは、多様な人々と語り、寝食
を共にすることで、お互いの違いに気づ
き、それぞれの個性を深く理解できる良
い機会となります。スポーツイベントで
は、次のパラリンピックで正式種目にな
るという「ボッチャ」を行いました。子
ども、大人も一緒に楽しめるシンプルな

競技です。食事では、うどんをみんなで
手打ちして作って食べたり、竹を割った
中にご飯を入れて炊いたり、餃子を皮か
ら作ったりと、手間のかかる料理にもチャ
レンジしました。初めて作る少し難しい
料理だったので、全員で協力し合い、達
成感のある体験になりました。

西公園　参加者２３名
小高い荒津山を中心に、眼下の博多湾
や、玄界灘を遠くに望む風光明媚な場所
です。対外交流で栄えた福岡市域の歴史
を見守った舞台でもあります。現在は自
生の松・椎・樫が茂り、２５００本の桜、
１７００本のつつじ、もみじを有する、
遊歩道付自然公園となっています。

千代馬出エリア　参加者３１名
黒田家の菩提寺、祟

そう
福
ふく
寺
じ
には福岡藩祖、

如水（官兵衛）、長政公など歴代藩主の墓
があり、九大医学部キャンパスには、利
休釡掛けの松、巨匠カール・ミレスの彫
刻「神の手」などがあります。元寇の古
戦場でもあった東公園、十日恵比寿神社、
戦前の動物園跡、馬出小などがあります。

天神・博多駅・川端エリアのバリアフリー
情報（車椅子用トイレ、エレベーター、
駐車場、ホテルのハンディキャップルー
ムの有無など）を載せたタウンモビリティ
マップを発行しています。
今年は、福岡市と西日本新聞共催の夏休
み企画の子ども記者の取材の一貫として

行ないました。子どもたちと一緒に天神
地区をユニバーサルデザインの視点から
まちをチェックしました。子どもたちの
純粋な視点から新鮮な意見も多く聞くこ
とができて楽しい調査でした。参加した
子どもたちの熱心で礼儀正しい態度にも
感銘を受けました。
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「スペシャルオリンピックス」の国内大
会が福岡で開催されました（11 月 1 ～ 3
日）。FDL では、大会広報の一環として、
認知を図るための応援ポスター公募およ
び展覧会を実施しました。「スペシャルオ
リンピックス」は、知的障害のある人た
ちに様々なスポーツトレーニングの成果
の発表する場を提供している国際的なス
ポーツ組織です。競技会では、参加した
アスリート全員が笑顔で表彰台に立ちま
す。勝ち負けばかりを気にしがちな私た
ちはハッとさせられます。スポーツの真

デザインスクールキャラバンは、デザイ
ンの横断的、総合的な学習を通じて、こ
ども達のデザインマインド（創造的価値）
の育成を目的としています。
今年のテーマは、「わたしたちのまちにオ
リンピックがきた！」です。２０２０年

昨年に引き続き、山口県の防府市で、２
回目のデザインスクールキャラバンを行
いました。
今回も中学校の美術クラブの生徒が中心
となって、山口大学の学生指導のもと未
来の街を作っていきます。
昨年、指導しすぎたという反省から、事
前に大学生と中学生が対象地の調査を行
い、大まかな企画のアイデアを出してお
こうという試みが、一歩前進した創作作
業となりました。

木工製品の製作を中心に活動している就
労支援事業所「NPO法人 わくワーク館」
からの依頼を受け、商品開発や販売支援
を行ないました。
このプロジェクトの最終的な目標は、新
ブランドの立ち上げですが、その第一歩
として今回は、既存商品の改良や数点の
新商品開発を行い、年末に展示即売会を
開催しました（会期：１２／７～２４、
場所：博多リバレイン２階「D12」）。

に東京でのオリンピック開催が決定して
います。福岡市も過去に開催候補地とし
て目指した経緯もあり、小学校校区にほ
ど近い「大濠公園～大手門周辺」地区を、
モデルに未来の街をかたちにしました。
旧福岡城跡の石垣やお堀を活用した「メ
インスタジアムゾーン」（ＪＩＡ）、海上
を利用してカヌーやヨット競技を行う「水
上競技ゾーン」（ＪＡＧＤＡ）、サッカー
や野球などの競技を行う「陸上競技ゾー
ン」（ＤＳＡ）、世界各国から集まる選手
たちの宿泊施設やレストランが建ち並ぶ
「選手村交流ゾーン」（ＪＣＤ）、大濠公園

の目的とは何か？その答えが「スペシャ
ルオリンピックス」にあります。スポー
ツは人を繋ぎ、人を成長させるためにあ
ることを、これほど感動的に伝えてくれ
る大会はありません。スペシャルオリン
ピックスが、世界１７０カ国以上でたく
さんのボランティアと企業によって支え
られている事実も、誰もがその意義に賛
同している証しです。今回、応援ポスター
４８点の入選作とグランプリ１点、特別
賞１点、金賞２点を選出し、展示を行い
ました。期間中にスペシャルオリンピッ
クス理事長の有森裕子氏を迎えての表彰
式や、東急ハンズ内での応援フラッグづ
くりワークショップなども行い、多面的
に広報ができました。
協賛：スペシャルオリンピックス 2014 福
岡実行委員会

この展示即売会の目的は、①自分たちの
持つ技術やノウハウを再発見すること、
②適正な工賃を考慮した上で原価計算、
価格付けを行うこと、③そういった価格
で販売することの可能性を探ることの３
点で、目的は達成することができました。
今回実施した展示会では、来場者の反応
や売上も上々で、まずは順調なスタート
を切ることができました。
児童向けの工作キットの製作など、これ
まで、わくワーク館で蓄積された技術ノ
ウハウは確かなもので、それらをうまく
活用しながら、最終目標である、新ブラ
ンド立ち上げに向けて継続的に支援して
いきたいと考えています。

の自然を活かした憩いの場「大濠公園ゾー
ン」（ＳＤＡ）の５つのゾーンを１１３名
のキッズデザイナーたちがデザインして
います。今年も夢と希望が詰まった未来
の都市「福岡」が完成しました。
南当仁小学校での授業は６年目を迎えま
す。毎年５年生で行われるこの授業は、
学校全体に浸透していて、スクールキャ
ラバンを楽しみにしていたこども達の
テーマに対する発想や構想に、講師陣が
驚かされることが多くありました。
毎年継続して行われることで生徒の意識
が高まっているのだと思います。

今回、FDL デザイナーは、
サポートに徹し、子ども達
が作業の仕方が分からない
時や決めかねている時のみ、
アイデアを提供するように
しました。それは中学生の
純粋な発想のじゃまをしないということ
でもあります。
大学生も中学生から自発性を引き出した
り、作業の進行に気を使ったり大変だっ
たと思いますが、デザインの指導をする
側になった経験は今後役に立つのでは
ないでしょうか。課題として、作業後に
行った各グループ発表の準備時間が十分
にあった方が良かったと思います。



「スペシャルオリンピックス」の国内大
会が福岡で開催されました（11 月 1 ～ 3
日）。FDL では、大会広報の一環として、
認知を図るための応援ポスター公募およ
び展覧会を実施しました。「スペシャルオ
リンピックス」は、知的障害のある人た
ちに様々なスポーツトレーニングの成果
の発表する場を提供している国際的なス
ポーツ組織です。競技会では、参加した
アスリート全員が笑顔で表彰台に立ちま
す。勝ち負けばかりを気にしがちな私た
ちはハッとさせられます。スポーツの真

デザインスクールキャラバンは、デザイ
ンの横断的、総合的な学習を通じて、こ
ども達のデザインマインド（創造的価値）
の育成を目的としています。
今年のテーマは、「わたしたちのまちにオ
リンピックがきた！」です。２０２０年

昨年に引き続き、山口県の防府市で、２
回目のデザインスクールキャラバンを行
いました。
今回も中学校の美術クラブの生徒が中心
となって、山口大学の学生指導のもと未
来の街を作っていきます。
昨年、指導しすぎたという反省から、事
前に大学生と中学生が対象地の調査を行
い、大まかな企画のアイデアを出してお
こうという試みが、一歩前進した創作作
業となりました。

木工製品の製作を中心に活動している就
労支援事業所「NPO法人 わくワーク館」
からの依頼を受け、商品開発や販売支援
を行ないました。
このプロジェクトの最終的な目標は、新
ブランドの立ち上げですが、その第一歩
として今回は、既存商品の改良や数点の
新商品開発を行い、年末に展示即売会を
開催しました（会期：１２／７～２４、
場所：博多リバレイン２階「D12」）。

に東京でのオリンピック開催が決定して
います。福岡市も過去に開催候補地とし
て目指した経緯もあり、小学校校区にほ
ど近い「大濠公園～大手門周辺」地区を、
モデルに未来の街をかたちにしました。
旧福岡城跡の石垣やお堀を活用した「メ
インスタジアムゾーン」（ＪＩＡ）、海上
を利用してカヌーやヨット競技を行う「水
上競技ゾーン」（ＪＡＧＤＡ）、サッカー
や野球などの競技を行う「陸上競技ゾー
ン」（ＤＳＡ）、世界各国から集まる選手
たちの宿泊施設やレストランが建ち並ぶ
「選手村交流ゾーン」（ＪＣＤ）、大濠公園

の目的とは何か？その答えが「スペシャ
ルオリンピックス」にあります。スポー
ツは人を繋ぎ、人を成長させるためにあ
ることを、これほど感動的に伝えてくれ
る大会はありません。スペシャルオリン
ピックスが、世界１７０カ国以上でたく
さんのボランティアと企業によって支え
られている事実も、誰もがその意義に賛
同している証しです。今回、応援ポスター
４８点の入選作とグランプリ１点、特別
賞１点、金賞２点を選出し、展示を行い
ました。期間中にスペシャルオリンピッ
クス理事長の有森裕子氏を迎えての表彰
式や、東急ハンズ内での応援フラッグづ
くりワークショップなども行い、多面的
に広報ができました。
協賛：スペシャルオリンピックス 2014 福
岡実行委員会

この展示即売会の目的は、①自分たちの
持つ技術やノウハウを再発見すること、
②適正な工賃を考慮した上で原価計算、
価格付けを行うこと、③そういった価格
で販売することの可能性を探ることの３
点で、目的は達成することができました。
今回実施した展示会では、来場者の反応
や売上も上々で、まずは順調なスタート
を切ることができました。
児童向けの工作キットの製作など、これ
まで、わくワーク館で蓄積された技術ノ
ウハウは確かなもので、それらをうまく
活用しながら、最終目標である、新ブラ
ンド立ち上げに向けて継続的に支援して
いきたいと考えています。

の自然を活かした憩いの場「大濠公園ゾー
ン」（ＳＤＡ）の５つのゾーンを１１３名
のキッズデザイナーたちがデザインして
います。今年も夢と希望が詰まった未来
の都市「福岡」が完成しました。
南当仁小学校での授業は６年目を迎えま
す。毎年５年生で行われるこの授業は、
学校全体に浸透していて、スクールキャ
ラバンを楽しみにしていたこども達の
テーマに対する発想や構想に、講師陣が
驚かされることが多くありました。
毎年継続して行われることで生徒の意識
が高まっているのだと思います。

今回、FDL デザイナーは、
サポートに徹し、子ども達
が作業の仕方が分からない
時や決めかねている時のみ、
アイデアを提供するように
しました。それは中学生の
純粋な発想のじゃまをしないということ
でもあります。
大学生も中学生から自発性を引き出した
り、作業の進行に気を使ったり大変だっ
たと思いますが、デザインの指導をする
側になった経験は今後役に立つのでは
ないでしょうか。課題として、作業後に
行った各グループ発表の準備時間が十分
にあった方が良かったと思います。



２００３年度より、デザイナーを志す大
学・専門学校の学生を対象に、デザイン
の現場を体験するための「デザインイン
ターンシップマッチング事業」を行って
います。
参加者のレポートから成果が計れるため、
参加者の実習レポートより一部抜粋しま
す。

（受入先／在校名）

昨年度３月の釡山訪問の際は、多くの学
生の参加があり、日本のユニバーサルデ
ザインへの関心の高さもうかがえました。
そこで、両市の未来のデザイナー育成を
見据え、韓国デザイン選抜学生である
KDM（KoreaDesignMembership）のメン

イメージアップアドバイザー制度は、福
岡市道路下水道局が発注する建設工事で、
「美しい工事現場創出」「わかりやすい工事

福岡デザイン界の合同大望年会も 17 回目
を迎えました。ここ数年縮小傾向になっ
てきたのを一転、以前の盛り上がりを
もう一度 ”…ということで大々的に企画
し、総勢１８０名の参加者がありました。

建築の勉強を始めてから半年も経ってい
ませんが、分からない私に親身になって
指導してくれました。建築の世界は奥が
深くこれからももっと勉強し、自分の引
き出しをいっぱいにしていかなければい
けないと思いました。（株式会社田島正陽
建築事務所／麻生建築＆デザイン専門学
校 1年生）

デザインとは何か、デザイナーやプラン
ナーがするべき事は何か、ということを
学びました。デザイナーとクライアント
が一緒になって、目に見えない部分も ”デ
ザイン ”していく。この話を聞いて、私の
デザインに対する考え方が変わったと感
じました。（株式会社ジーエータップ／麻
生建築＆デザイン専門学校 1年生）

最初は技術や知識ばかり学ぶものだと
思っていましたが、実際は違いました。
一番は企業や社会人とは何か、仕事の流
れなど、社会へ出て行く上で大切なこと
の方が覚えることも多く、この経験はと
ても貴重なものになったと思っています。
（有限会社ファーストデザイン／福岡大学
3年生）

クライアントとのやり取り、デザインの
考え方、つくり方、など予想以上に沢山
の体験ができました。今回サインデザイ
ンを知りました。いろいろなデザインを
調べて勉強しようと思います。（株式会社
ジーエータップ／日本デザイナー学院 2
年生）

「１５０万都市福岡をデザインで動かす」
をテーマに美味しいお酒といかした音楽
でおおいに盛り上がりました。また、ゲ
ストとして福岡出身の立川生志師匠にお
越しいただき楽しい時間を過ごしました。
年末の忙しい時期にもかかわらず、多く
の方に参加いただきました。大抽選会は
毎回大盛り上がりです。
次回は目標 300 人です！

バーと FDL、釡山市、SEDIA（韓国の「東
南圏デザイン企業協会」）による産官学民
での、「安全」をテーマとした公共デザイ
ン・空間デザインに関するフィールドワー
ク及び、釡山デザインセンターでのワー
クショップを開催しました。　
また、今後の共同プロジェクトの運営を
潤滑に行っていくために FUKUOKA デザ
インリーグと SEDIA との間で覚書の締結
も行われました。
韓国の学生の意識の高さと、全体のスピー
ド感は日本の学生にも学んでほしいと感

じました。逆に、ユニバーサルデザイン
に関しては、情報や関心が少ないと感じ
ました。
これからは、日本のデザインを学ぶ学生
との混合のチームで、デザイン開発ワー
クショップを行い、それぞれのデザイン
意識の違いを感じられるような場を作る
事ができればと思います。
今回の交流で、福岡市と釡山の未来に繋
げていくための有効なステップとなった
と思います。

情報の提供」を目的に、市と FUKUOKA
デザインリーグが連携して進めている事
業です。工事現場にデザイナーを派遣し、
デザイン面のアドバイスを行います。今
年度は、昨年から期をまたいだ事業を含
めて２件のプロジェクトを実施しました。
徐々に事業の効果などは認知されている
と思いますが、まだまだ工事事業者の理

解が不足している事を感じます。事業紹
介のパンフレット作成等の広報を早急に
進めることが重要だと思います。席田案
件では、小中学校が近隣にあることもあ
り、「学び」をテーマに仮囲いグラフィッ
クを制作。見えない地下工事を紹介した
写真を興味深そうに見上げている小学生
の姿が印象的でした。
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福岡県古賀市歴史資料館からの依頼で、
井上泰幸展の総合演出を行いました。
特撮美術監督として活躍した井上泰幸氏
は古賀市出身で郷土愛の強い方でした。
その遺志を継いでご遺族が郷里での展覧
会を企画し、その展示内容への理解を深
めるためのワークショップと関わった映
画の上映会、特撮美術監督三池敏夫氏の
講演を行ないました。ワークショップは、
子どもたちと「未来の古賀のまちの姿」
のセットを制作し、ヒーローと怪獣の衣
装をデザイン制作、それらを使って特撮

鞍手町からの依頼で、コミニュティバス
の外観デザインを行いました。
鞍手町らしく、かつ、町民に愛され、イ
ンパクトのあるデザインを町から求めら
れました。
要望を踏まえた上で、FDL から、子ど、
お年寄り、外国人、すべての人に対して
のわかりやすさを重視したデザインを提
案しました。誰もが理解できるシンプ

２０１２年から福岡市が進める「ユニバー
サル都市・福岡」の支援事業として４８
時間デザインチャレンジを行いました。

歴史資料館で行った井上泰幸展の関連イ
ベントとして、古賀市の小学生・中学生
を対象に、怪獣着ぐるみづくり、ジオラ
マづくりのワークショップを行いました。
子どもたちと未来の古賀の町のセット、
ヒーローと怪獣の衣装をデザイン制作し、
それらを使って特撮映像作品をつくりま
した。特撮撮影に関しては九州大学芸術
工学部映像デザイン学科の学生が中心に、
行いました。また、三池敏夫特撮美術監
督にもワークショップに参加していただ
き、見応えのある映像作品をつくること
ができました。

映像作品をつくるという内容でした。特
撮撮影に関しては九州大学芸術工学部映
像デザイン学科の学生の協力で実施しま
した。特撮美術という新しい世界に触れ
ることが出来、とても楽しい事業でした。

（水野宏）

展示会場と広報ツールのグラフィックデ
ザインでは、井上氏の作品である、ゴジラ、
ラドン、日本沈没など多くの有名映画の
特撮美術素材があるにもかからわず、版
権が映画製作会社に有ることで、素材が
手に入らず、思うようにデザイン表現が
できませんでした。それでもご遺族から
ご提供いただいたオリジナル作品（原画）
は、大変価値がありマニアや来場者は大
変満足されていました。古賀出身の井上
氏の偉業がこのイベントでご理解いただ

けたとしたら幸いです。
（森重正治）

ルさと明確な色分けがデザインの要素と
なっています。また、様々なモチーフの
提案を行い、町と検討の結果、鞍手町の
名産である「ブドウ」をシンプルにあら
わしたモチーフを展開する案を採用する
ことになりました。
立体のグラフィック
は、平面と異なり様々
な角度からの検討が
必要です。簡易模型
をつくり、多くの案
をつくり、鞍手町の
担当者と密な連携を
取りながら提案・実
施ができ、高い評価
を受けました。

ユニバーサルデザイン及びインクルーシ
ブデザインのワークショップは世界中で
行われています。今年は「デザインワー
クショップ」と名称を変更し行いました。
福岡市のすべての人が、ユニバーサルデ
ザインの視点での企業活動、市民活動に
取り組む契機として、企業・団体、デザ
イナー、デザインパートナー、学生と一
緒に、今回のデザインワークショップを

企画しました。
デザインワークショップによって発信さ
れた新たなアイデアは、事業者や市民へ
向けてのユニバーサルサービスの普及や
啓発へとつながります。

最終的に参加事業者は福岡市博物館、ホ
テルニューオータニ、西鉄ランドホテル
の三団体に決定し、それぞれチームを作
り、サーベイ、ディスカーション、アイディ
アを出し、提案を行いました。

ユニバーサル都市・福岡の活動は、今年
度で３年目になります。最初は「点」であっ
た活動も、人と人の横のつながりも増え
「面」の活動になってきていると実感して
います。
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取りながら提案・実
施ができ、高い評価
を受けました。

ユニバーサルデザイン及びインクルーシ
ブデザインのワークショップは世界中で
行われています。今年は「デザインワー
クショップ」と名称を変更し行いました。
福岡市のすべての人が、ユニバーサルデ
ザインの視点での企業活動、市民活動に
取り組む契機として、企業・団体、デザ
イナー、デザインパートナー、学生と一
緒に、今回のデザインワークショップを

企画しました。
デザインワークショップによって発信さ
れた新たなアイデアは、事業者や市民へ
向けてのユニバーサルサービスの普及や
啓発へとつながります。

最終的に参加事業者は福岡市博物館、ホ
テルニューオータニ、西鉄ランドホテル
の三団体に決定し、それぞれチームを作
り、サーベイ、ディスカーション、アイディ
アを出し、提案を行いました。

ユニバーサル都市・福岡の活動は、今年
度で３年目になります。最初は「点」であっ
た活動も、人と人の横のつながりも増え
「面」の活動になってきていると実感して
います。



今年も多くの意義ある事業、楽しい事業をおこなう
ことができました。
ユニバーサルキャンプやスクールキャラバン等の自
主事業は、毎年予算の確保で苦労をしていますが、
今年は新たな支援者も加わり充実した事業を実現す
ることができました。タウンモビリティーや景観ガ
イドツアーも地味な活動ですが、市民の間にしっか
りと根付いてきたようです。
受託事業はこれまで福岡市からの依頼プロジェクト
が大半でしたが、今年度は古賀市、鞍手町でのプロ
ジェクトが実現しました。今後はさらに広い地域で
の事業を目指していきたいと思います。
わくワーク館での活動は、デザインリーグのオリジ
ナル商品開発という大きな夢を生み出してくれまし
た。弱視者対応のカレンダー開発とともに、将来の
デザインリーグの姿が少しずつ見え始めてきたので
はないでしょうか。
経済活動のためだけではなく、社会の成熟のために
デザインを活用するという FDLの志を、これからも
しっかりと育てていきたいと思います。
手弁当で活動を進めてくださっている会員の方々、
支援をいただいた方々に心からお礼申し上げます。

副理事長　定村 俊満


